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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年4月13日(2017.4.13)

【公開番号】特開2014-178318(P2014-178318A)
【公開日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【年通号数】公開・登録公報2014-052
【出願番号】特願2014-50334(P2014-50334)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｈ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｈ   17/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　振動機構に接触し、該振動機構の振動を電気信号に変換するように構成されたバイブレ
ーションセンサーであって、ハウジング内にその少なくとも一部が含まれているバイブレ
ーションセンサーと、
　該バイブレーションセンサーに接触した除振装置であって、振動の一又はそれ以上の周
波数を濾過するように構成された除振装置と、
　前記バイブレーションセンサーに加えられた接触力に応答する力センサーからなる携帯
バイブレーションメータであって、
　該携帯バイブレーションメータが該バイブレーションセンサーのための複数の感度曲線
を含み、
　該携帯バイブレーションメータが該力センサーによって測定された接触力に基づく感度
曲線のうち一つを選択し、振動測定決定時に選択された感度曲線を使用する携帯バイブレ
ーションメータ。
【請求項２】
　力センサーが感圧性電気抵抗器からなる前記請求項１に記載の携帯バイブレーションメ
ータ。
【請求項３】
　力センサーがバイブレーションセンサーにほぼ面する第１の側面と、その第１の側面か
ら離れて第１の側面に面する第２の側面を有し、
　更に、接触力を力センサーに伝達するように構成されたプランジャーであって、力セン
サーの該第２の側面にあるプランジャーと、
　力センサーの該第１の側面にあるパッドとからなる前記請求項１に記載の携帯バイブレ
ーションメータ。
【請求項４】
　除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置であり、更に、バイブレ
ーションセンサーの後側の第２の除振装置を有する前記請求項１に記載の携帯バイブレー
ションメータ。
【請求項５】
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　除振装置がゴムからなる前記請求項１に記載の携帯バイブレーションメータ。
【請求項６】
　バイブレーションセンサーの応答と力センサーの応答の組み合わせから調節されたバイ
ブレーションセンサーの応答を決定する手段からなる前記請求項１に記載の携帯バイブレ
ーションメータ。
【請求項７】
　調節されたバイブレーションセンサーの応答を決定する前記手段が参照テーブルとプロ
セッサーとそれらの組み合わせとからなる前記請求項６に記載の携帯バイブレーションメ
ータ。
【請求項８】
　バイブレーションセンサーの応答と調節されたバイブレーションセンサーの応答のうち
の少なくとも一つが線形化される前記請求項６に記載の携帯バイブレーションメータ。
【請求項９】
　ハウジングと、
　振動機構に接触し、該振動機構の振動を電気信号に変換するように構成されたバイブレ
ーションセンサーであって、ハウジング内にその少なくとも一部が含まれているバイブレ
ーションセンサーと、
　該バイブレーションセンサーに接触した除振装置であって、振動の一又はそれ以上の周
波数を濾過するように構成された除振装置と、
　前記バイブレーションセンサーに加えられた接触力に応答する力センサーからなる携帯
バイブレーションメータであって、
　該携帯バイブレーションメータが、前記バイブレーションセンサーの電気信号を使用し
て振動機構の振動と該バイブレーションセンサーのための選択された感度曲線を測定し、
　該選択された感度曲線が前記力センサーによって測定された接触力に基づいて複数の感
度曲線から選択される携帯バイブレーションメータ。
【請求項１０】
　前記除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置であり、
　更に、バイブレーションセンサーの後側に第２の除振装置を有する前記請求項９に記載
の携帯バイブレーションメータ。
【請求項１１】
　力センサーが感圧性電気抵抗器からなる前記請求項９に記載の携帯バイブレーションメ
ータ。
【請求項１２】
　バイブレーションメータを用いて振動機構のバイブレーションを測定する方法であって
、該方法が、
　該振動機構に接触してバイブレーションセンサーにより振動機構のバイブレーションを
感知することと、
　バイブレーションセンサーによりバイブレーションセンサーの応答を生成することと、
　バイブレーションセンサーと振動機構の間の接触力を測定することと、
　該接触力に基づいてバイブレーションセンサーの応答を調整して調整されたバイブレー
ションセンサーの応答を発生することからなる方法であって、
　前記バイブレーションセンサーの応答の調整が、
　測定された接触力に基づいて該バイブレーションセンサーの複数の感度曲線のうち一つ
を選択することと、
　該バイブレーションセンサーの応答調整時に選択された感度曲線を使用することを含む
方法。
【請求項１３】
　更に、バイブレーションセンサーの応答を線形化して線形化された周波数応答を発生す
ることからなる前記請求項１２に記載の振動機構のバイブレーションを測定する方法。
【請求項１４】
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　更に、調整されたバイブレーションセンサーの応答に基づいて振動の振幅を決定するこ
とからなる前記請求項１３に記載の振動機構のバイブレーションを測定する方法。
【請求項１５】
　更に、調整されたバイブレーションセンサーの応答に基づいて振動の周波数を決定する
ことからなる前記請求項１２に記載の振動機構のバイブレーションを測定する方法。
【請求項１６】
　更に、バイブレーションセンサーに接触した除振装置を用いて振動の一又はそれ以上の
周波数を濾過することからなる前記請求項１２に記載の振動機構のバイブレーションを測
定する方法。
【請求項１７】
　除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置と、バイブレーションセ
ンサーの後側の第２の除振装置からなる前記請求項１６に記載の振動機構のバイブレーシ
ョンを測定する方法。
【請求項１８】
　バイブレーションセンサーと振動機構の間の接触力を前記測定することが力センサーに
よって行われる前記請求項１２に記載の振動機構のバイブレーションを測定する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の第１番目の基本理念は、ハウジングと、振動機構に接触し、該振動機構の振動
を電気信号に変換するように構成されたバイブレーションセンサーであって、ハウジング
内に少なくともその一部が含まれているバイブレーションセンサーと、バイブレーション
センサーに接触した除振装置であって、振動の一又はそれ以上の周波数を濾過するように
構成された除振装置と、前記バイブレーションセンサーに加えられた接触力に応答する力
センサーからなる携帯バイブレーションメータであって、該携帯バイブレーションメータ
が該バイブレーションセンサーのための複数の感度曲線を含み、該携帯バイブレーション
メータが該力センサーによって測定された接触力に基づく感度曲線のうち一つを選択し、
振動測定決定時に選択された感度曲線を使用する携帯バイブレーションメータである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第２番目の基本理念は、本発明の第１番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、力センサーが感圧性電気抵抗器からなる携帯バイブレーションメータで
ある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　本発明の第３番目の基本理念は、本発明の第１番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、力センサーがバイブレーションセンサーにほぼ面する第１の側面と、そ
の第１の側面から離れて第１の側面に面する第２の側面を有し、更に、接触力を力センサ
ーに伝達するように構成されたプランジャーであって、力センサーの第２の側面にあるプ
ランジャーと、力センサーの第１の側面にあるパッドとからなる携帯バイブレーションメ
ータである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の第４番目の基本理念は、本発明の第１番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置であり、
更に、バイブレーションセンサーの後側に第２の除振装置を有する携帯バイブレーション
メータである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第５番目の基本理念は、本発明の第１番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、除振装置がゴム製である携帯バイブレーションメータである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第６番目の基本理念は、本発明の第１番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、更に、バイブレーションセンサーの応答と力センサーの応答の組み合わ
せから調節されたバイブレーションセンサーの応答を決定する手段からなる携帯バイブレ
ーションメータである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第７番目の基本理念は、本発明の第６番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、調節されたバイブレーションセンサーの応答を決定する前記手段が参照
テーブルとプロセッサーとそれらの組み合わせとからなる携帯バイブレーションメータで
ある。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１６】
　本発明の第８番目の基本理念は、本発明の第６番目の基本理念の携帯バイブレーション
メータにおいて、バイブレーションセンサーの応答と調節されたバイブレーションセンサ
ーの応答のうちの少なくとも一つが線形化される携帯バイブレーションメータである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の第９番目の基本理念は、ハウジングと、振動機構に接触し、該振動機構の振動
を電気信号に変換するように構成されたバイブレーションセンサーであって、ハウジング
内にその少なくとも一部が含まれているバイブレーションセンサーと、バイブレーション
センサーに接触した除振装置であって、振動の一又はそれ以上の周波数を濾過するように
構成された除振装置と、バイブレーションセンサーに加えられた接触力に応答する力セン
サーからなる携帯バイブレーションメータであって、該携帯バイブレーションメータが、
前記バイブレーションセンサーの電気信号を使用して振動機構の振動と該バイブレーショ
ンセンサーのための選択された感度曲線を測定し、該選択された感度曲線が前記力センサ
ーによって測定された接触力に基づいて複数の感度曲線から選択される携帯バイブレーシ
ョンメータである。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の第１０番目の基本理念は、本発明の第９番目の基本理念の携帯バイブレーショ
ンメータにおいて、除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置であり
、更に、バイブレーションセンサーの後側に第２の除振装置を有する携帯バイブレーショ
ンメータである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の第１１番目の基本理念は、本発明の第９番目の基本理念の携帯バイブレーショ
ンメータにおいて、力センサーが感圧性電気抵抗器からなる携帯バイブレーションメータ
である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の第１２番目の基本理念は、バイブレーションメータを用いて振動機構の振動を
測定する方法であって、その方法が該振動機構に接触してバイブレーションセンサーによ
り振動機構の振動を感知することと、バイブレーションセンサーによりバイブレーション
センサーの応答を生成することと、バイブレーションセンサーと振動機構の間の接触力を
測定することと、接触力に基づいてバイブレーションセンサーの応答を調整して調整され
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たバイブレーションセンサーの応答を発生することからなる方法であって、前記バイブレ
ーションセンサーの応答の調整が、測定された接触力に基づいて該バイブレーションセン
サーの複数の感度曲線のうち一つを選択することと、該バイブレーションセンサーの応答
調整時に選択された感度曲線を使用することを含む方法である。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の第１３番目の基本理念は、本発明の第１２番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、更に、バイブレーションセンサーの応答を線形化して線形化され
た周波数応答を発生することからなる方法である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の第１４番目の基本理念は、本発明の第１３番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、更に、調整されたバイブレーションセンサーの応答に基づいて振
動の振幅を決定することからなる方法である。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明の第１５番目の基本理念は、本発明の第１２番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、更に、調整されたバイブレーションセンサーの応答に基づいて振
動の周波数を決定することからなる方法である。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の第１６番目の基本理念は、本発明の第１２番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、更に、バイブレーションセンサーに接触した除振装置を用いて振
動の一又はそれ以上の周波数を濾過することからなる方法である。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２６】
　本発明の第１７番目の基本理念は、本発明の第１６番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、除振装置がバイブレーションセンサーの前側の第１の除振装置と
、バイブレーションセンサーの後側の第２の除振装置からなる方法である。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明の第１８番目の基本理念は、本発明の第１２番目の基本理念の振動機構の振動を
測定する方法において、バイブレーションセンサーと振動機構の間の接触力を測定するこ
とが力センサーによって行われる方法である。
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